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館林キリスト教会 

デボーションノート（2024 年） 
 

２月１日  今日の通読箇所 創世記８：１３～２２ 

「箱舟から解放」 

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU082.mp3 

ノアが箱舟に入ったのは、彼が６００才の２月１０日だった。いま６０１才の

２月２７日洪水は終わり、彼らは箱舟から解放された。ノアの話を、歴史的な

事実として読むことに抵抗を感ずる人もいる。しかし案外、箱舟の寸法や日時

の記述は丹念である。表現や文体は時代や所によって変わるが、数字は比較的

に変わらない。我々はこの話を事実と信じるのだ。さて、ここで神は「再び洪

水で人を亡ぼすことをしない」と語られた。人々がキリストを信じて救われる

ように、忍耐をもって救いの機会を与えるためだ。ただしその摂理そのものが

妨げられるほどの悪事がある場合には、その蔓延を防ぐため、個々に裁かれ排

除される。  

 

２月２日  今日の通読箇所 創世記９：１～１７ 

「契約の虹」 

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU091.mp3 

以下は「ノアの契約」とよばれるものである。天地創造のときの、アダム、エ

バに与えた祝福のことばに似ている。神はここで改めて、忍耐と猶予をもって

人を救いにお導きになる、新しい方針を約束されたのだ。ただし加えて、血を

流す罪の禁止がきびしく宣言された。他人の血を流すものは必ず、自分の血を

もって償わなければならない。これは人類に罪が蔓延し、その結果弱肉強食の

世になって、せっかくの神の猶予の方針にもかかわらず、人間自身がみずから

絶滅を招く事態にならぬよう、社会秩序を維持しなさいということだ。この原

則は、昔は「仇討ち」と言う形で、今は公的機関によって行われる。やがて虹

が現れ、洪水の恐怖から守られ、これがキリストによる真の救いを示す、しる

しとされたのである。  

 

２月３日  今日の通読箇所 創世記９：１８～２８ 

「乱行のもと」 

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU092.mp3 

新約に「酒に酔ってはいけない。それは乱行のもとである」としるされている。

酒は人を別人にしてしまう。つまり軽い低能、一時的な狂人にするのだ。ノア

ほどの人物でも、長い生涯には油断もあって、泥酔して醜態をさらした。３人

の子供はこの出来事に対して３様に対応した。その結果、セム（黄色人種）は

賞賛され、ヤペテ（白人）は祝福され、ハム（黒人）は呪われた。事実、キリ

ストはユダヤ人と言うセムティック人種から生まれたし、歴史的に有名な宗教

家は多くセムティックから出た。白人もまた有力なのは歴史に明らかな所だ。

しかし神のみこころは、あらゆる人種が、差別なく「弱いものをこそ愛し助け、

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU082.mp3
https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU091.mp3
https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU092.mp3


 1550 

また彼らを文明進歩に指導する」ことにあるのだ。  

 

 

２月４日  今日の通読箇所 創世記１０：１～１４ 

「最初の地誌」   

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU101.mp3 

ノアの３人の子供たちから発生した新しい人間たちは、それぞれ生活の根拠を

求めて散らばっていった。この章は古い記録で「最初の地誌、人類表」と言わ

れる。（９節）に「最初の権力者ニムロデ」が出てくる。「主の前に力ある狩猟

者」とあるが、これは「主に対立して」と言う意味だ。森林と猛獣の棲む土地

を開墾して生活を築くには、強力な指導者を必要とし、一致してその指図に従

うのが賢明だったろう。しかし彼は次第に神を恐れず、権力を増し加えた。そ

の出身地、支配地であったバベルから盛んに進出を続け、各地の人間集団を支

配し、宮殿城郭を建て、多くの地域で都市建設者、支配者（王）となったのだ。

彼の事業の成功と挫折は、１１章に見える。  

 

２月５日  今日の通読箇所 創世記１０：１５～３２ 

「セム系の系図」   

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU102.mp3 

（２１節）以下は祝福されたセムの子孫の系図だ。セムの子にアルパクサデが

いるが、彼から信仰の父、選民イスラエルの先祖、アブラハムが出たのだ。そ

の詳しい系図は、１１章後半に出ている。家族、子孫に、神の祝福が受け継が

れて行くのはすばらしい。また日本では、住んでいた地名から名字がついたが、

この時代は逆に、居住した種族の名前から、地名もついたらしい。大昔の地図

や、国名、民族名を調べ、この記事から、今の世界構造までたどれれば、面白

いがかなり綿密な勉強になる。それをやっている人もいる。われわれにはちょ

っと手が出ないが。  

 

２月６日  今日の通読箇所 創世記１１：１～９ 

「バベルの塔」   

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU111.mp3 

権力者は権威、成功、繁栄の象徴として、不思議に民衆を酷使して塔を建てる。

ピラミッドも城もビルもそうだ。東京都庁なども壮大だが、いま見ると「バブ

ルのタケノコ」のようだ。多分ニムロデも同じように塔の建設を始めたのだろ

う。建築技術の研究も命じた。その理想は、自分を神にまで高めようと言う野

心「天に届く塔」だ。しかし神はこれをお喜びにならなかった。摂理の内に、

人心は一致を失い、言葉も通じなくなり、協力不可能のため分散し、バベルの

塔建設も失敗に終わったのだ。しかしニムロデは性懲りもなく権力増大のため

各地に進出し、各地に都市とジッグラト（バベルの小型版）を残した。それが

イラク、イランあたりの各地に今も残っている。  

 

２月７日  今日の通読箇所 創世記１１：１０～３２ 

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU101.mp3
https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU102.mp3
https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU111.mp3
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「出離(しゅつり)」   

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU112.mp3 

ここにはアブラハムの先祖の系図が出ている。また彼の家族構成も紹介してあ

る。彼ら一族はカルデヤ（バビロン）の古代の大都市と言われるウルに住んで

いたが、遊牧民だから都市生活には関係が薄く、郊外の住民だったろう。やが

てテラの時代に一家は移住を開始した。いい牧草地のニュースが入れば遊牧民

は簡単に移動する。住む地域が好ましくなくなれば移動する。では一族の移動

の理由は何だったろう。それは１２章以下のアブラハムの伝記を読めば明らか

だ。人類は神に背き、罪を犯し、長い間には正しい神の概念も失った。その神

の代用に、各民族それぞれに、都合のいい性格を持たせた神を考え、宗教を生

み出し、世界はこの風潮に覆われた。その「世からの脱出」が彼ら一族の目的

だったろう。  

 

２月８日  今日の通読箇所 創世記１２：１～９ 

「召命」   

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU121.mp3 

一族は最初から「カナン＝いまのイスラエル地方」を目指して出発したが、テ

ラは老齢のため、途中のハランで亡くなった。７５才で当主になったアブラハ

ムに、神は明白な「召命＝使命への召し」を与えた。「彼はまず世俗の関系や依

存から『別れ』、そして『神の示す地＝カナン』に向かって出発せよ。その結果、

彼も彼の子孫も祝福を受けて偉大な国民となり、また世界の祝福のもとになる」

と。しかし、多くの約束にもかかわらず、カナンは未知の国で、そこでの生活

や安全は不確かだった。ここに「アブラハムは主が言われたようにいで立った」

とあり、ヘブル書には「神に従い、行く先を知らないで出ていった」とある。

これこそ我々後世のクリスチャンにとっても、信仰と従順と決断の模範なのだ。  

 

２月９日  今日の通読箇所 創世記１２：１０～２０ 

「虚偽」  

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU122.mp3 

カナンは飢饉の多い所で、アブラハムも出鼻をくじかれ、ショックだったかも

知れない。彼は普通の遊牧民のように飢饉を、いつも食料豊富なエジプトに避

けた。さてサラは魅力的だったので、好色のエジプト王の危険を避けるため「サ

ラは妹です」と言うことを打ち合わせた。これは半分が嘘でサラは彼の従姉妹

だ。もし妻だと知れば王はサラを奪い、アブラハムを殺すだろう。妹ならば奪

われても、アブラハムは殺されはすまい、という見込だ。これはアブラハムの

失敗だった。しかし「二人倒れるよりは一人が生き残る」という、遊牧民の必

死の知恵を、今の我々に激しく非難はできない。果たしてサラは後宮に入れら

れたが、神が干渉して彼女は解放された。アブラハムも、飢饉のショックのた

め、この時は普通の遊牧民のセンスで行動したのか。  

 

２月１０日  今日の通読箇所 創世記１３：１～１８ 

「転機と選択」  

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU112.mp3
https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU121.mp3
https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU122.mp3
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https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU131.mp3 

ロトはアブラハムの甥で、一緒にウルを出発した。しかしその「ロトもともに

行った」という記述から、彼がアブラハムの感化のもとに、依存的に行動した

ことが察せられる。彼らはやがて繁栄して、たくさんの家畜を持ち、大勢の牧

夫を雇うようになったが、牧草地が接近しすぎるところから、しばしば両方の

牧夫の争いが見られた。そこでアブラハムの提案で、二人は別行動をとろうと

いうことになった。つまり「転機」がきたのだ。好むと好まざるにかかわらず

転機はやってくる。そこで人間は、留まることは許されず、自分で選択して新

しい方向に進まなければならないのだ。そしてその選択が生涯の価値を決する

ことが多い。われわれもこの二人の選択から、学ぶことが多いはずだ。  

 

２月１１日  今日の通読箇所 創世記１４：１～１２ 

「パレスチナ戦争」  

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU141.mp3 

「パレスチナ戦争」と言えば、イスラエル共和国建国に際して、侵入したアラ

ブ諸国と６回にわたって戦った、今世紀の戦争を思うが、これはその旧約版だ。

（１節）はバビロン、シリヤ等の連合軍。（２節）はその支配から自由になろう

とした、パレスチナ連合軍だ。（これらの諸王を調べるのも興味があるが、ここ

では無理だ）。バビロン軍は、周囲の小国の王たちを各個撃破して、最後に首謀

者のソドム王と戦い、これを打ち破った。そして多くの捕虜、戦利品を奪って、

意気揚揚と引き揚げた。今はソドムの住民になっていたロトも、その巻き添え

を食って被害を受けた。しかし近隣のこれだけの戦争も、アブラハムには関係

がなかった。それは、ロトとは反対の「世を離れて神とともに住む」選択が、

結局正しかったからだと言うことができる。  

 

２月１２日  今日の通読箇所 創世記１４：１３～２４ 

「ロトの救い」  

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU142.mp3 

ロトが戦争の巻き添えを食って、財産は略奪され、ロトと家族が捕虜として連

行された知らせを聞いたアブラハムは、すぐに救助におもむいた。武装した青

年３１８人を指揮して戦ったと言えば、彼が相当な有力者だったことが分かる。

これだけの武士を養うのは、昔なら４，５万石の大名に匹敵するのだ。さて彼

は全部の捕虜たちを救い、略奪品を取り返した。ソドムの王はその謝礼として、

それを贈呈しようとしたが、アブラハムは断った。彼らと軍事同盟のようなも

のを結びたくなかったからだ。一方、出迎えた、真の神に仕えるサレム（後の

エルサレム）の祭司王メルキゼデクには、感謝の１０分の１の献金をした。メ

ルキゼデクとは、信仰の交わりを続けたかったからだ。しかしこれは、この地

の他の王たちとの関係を難しくする覚悟が必要だった。  

 

２月１３日  今日の通読箇所 創世記１５：１～６ 

「盾と報い」  

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU151.mp3 

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU131.mp3
https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU141.mp3
https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU142.mp3
https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU151.mp3
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アブラハムは、ソドムの略奪品も取り返したのだから、それを受け取るのは自

然な権利だ。しかし彼は受け取らなかった。この事件で、アブラハムが軍事的

にも有力者であること、しかも独立の方針であることがはっきりして、周囲の

諸王は警戒心を強くした。彼は損で危険な決定をしたのだ。これに対して神は

「わたしこそあなたの報酬だ。またあなたを守る盾だ」とお語りになり、また

後継者についても、空の星を示して、力強い約束をお与えになった。彼は子供

がいなかったから「エリエゼルを養子に」と言う考えも出ていたらしい。アブ

ラハムは神の言葉を信じた。「信仰を義と認められる」。これはいつの時代でも

何のテーマでも、神を信じて生きる者の原則だ。  

 

２月１４日  今日の通読箇所 創世記１５：７～２１ 

「アブラハムの契約」  

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU152.mp3 

昔から契約には血がつき物だ。「血盟」と言って血をすすり合う事もあり、これ

は「義兄弟」の意味だ。動物の血を流す事もある。これは違約の場合の罰を示

すのだ。アブラハムは神に示されて、当時の習慣に従い、５種類の動物の体を

裂いて、その体を引きずって相互に向かい合わせ、血だらけの通路を作って神

の臨在を待った。日が暮れた頃、神の臨在のしるしである「セキナー」がその

通路を通過した。一般の契約では、契約者同志が一緒に、誓いの言葉を宣言し

ながら通路を通るはずだった。しかし神は、ただ一人で通路を歩み、ご自分に

対して一方的な誓約をされたのだ。この誓約は、神の責任においてアブラハム

の上に成就する祝福の誓約だった。これはキリストの十字架による救いの契約

につながる。  

 

２月１５日  今日の通読箇所 創世記１６：１～６ 

「家庭問題」  

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU161.mp3 

あれから１０年たっても、アブラハム家に男子の生まれる気配はなかった。夫

婦も気持ちが疲れてきて、別の女性に子供を生ませる方法を考えたらしい。妻

のサラが推薦するハガルと言う少女は、よほどサラのお気に入りで、信頼され

ていたのだろう。かくてアブラハムはハガルによって、男子を得る事ができた。

しかし状況次第で人間の気持ちは変わる。アブラハム家の後継者の母となった

ハガルはその地位を自覚して高慢となり、サラに対して無礼になった。サラは

怒って主人に訴える。アブラハムは「ハガルはサラの侍女だ」という、家庭の

秩序を変える気はない。サラの態度が変わる。ハガルはあてが外れ、裏切られ

たと思う。とうとう家出という事態になった。これはアブラハム夫婦の失敗だ

った。  

 

２月１６日  今日の通読箇所 創世記１６：７～１６ 

「ハガルの悔い改め」  

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU162.mp3 

妊娠の身で家出したハガルも、実は行き場はないのだ。そしてある日シュルの

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU152.mp3
https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU161.mp3
https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU162.mp3


 1554 

泉で考え込んだ。そして祈った。主の呼びかけの声は「サラの侍女ハガルよ」

というものだった。ハガルはここでもアブラハム夫婦の不当を訴えた。しかし

ハガルが自分の身分を忘れ、夫婦の恵みに甘え、また付け上がって、過大な処

遇を期待したところに間違いの元があったのだ。彼女は傲慢を反省し、長い間

の厚遇を感謝し、へりくだって女主人のもとに戻るべきだったのだ。一方夫婦

も、祈りのうちにその自分勝手を反省し、ハガルを憐れむ気持ちがよみがえっ

た。そこに悔い改めたハガルが戻ってきて夫婦にあやまった。夫婦も喜んで優

しく彼女を迎え入れた。祈りと反省、理解と愛、これはいつでも、人間同士の

傷口を修復する妙薬なのだ。しかし問題はまだ後を引く。  

 

２月１７日  今日の通読箇所 創世記１７：１～１４ 

「割礼」  

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU171.mp3 

ハガル事件のあと、悔い改めて立ち直ったアブラハムは、13年後99才になって、

ふたたび神の祝福の約束を頂く事になった。これはハランの地を出発した時頂

いたお約束の、再確認と共に、更に新たに具体的な祝福の約束に満ちたものだ

った。さて今度はその契約のしるしとして、彼の子孫の男子は、全部割礼を行

うように命令された。割礼は男子の前の皮を切除する儀式だが、幾分民族的な

意味も含まれていた。新約時代からは、全人類の教会のために、洗礼の儀式に

換えられたのだ。パウロはロマ書 4 章でわざわざこれに言及し「アブラハムが

割礼を受けたのは、彼が信仰によって義とされたその後であって、決して行い

によって、また割礼によって義とされたのではない」と強調している。これを

もって見ても、割礼が洗礼に似ているのは事実だ。  

 

２月１８日  今日の通読箇所 創世記１７：１５～２７ 

「信仰の義」  

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU172.mp3 

アブラムが神によってアブラハムと改名したことはこの章の始めに出ている。

ここで改めてアブラハムに祝福の約束をお与えになった神は、その約束の適用

を受ける、真の後継者の約束を、彼の妻サラにお与えになった。すでに百才に

近いアブラハムはこれをすぐには信じられなかったようだ。しかし神は繰り返

しお約束になった。かくて信仰を強められたアブラハムは、この約束を信じて

受け入れた。ロマ書４章に言う。「彼は老いた自分の体も、同じく老いたサラの

不妊の胎をも認めながら、しかもみ言葉によって、望み得ない状態の中で神を

信じた。そして『その信仰を』義と認められた。かくて彼は『多くの国民の父』

また『信仰の父』となったのである」と。  

 

２月１９日  今日の通読箇所 創世記１８：１～１５ 

「主の臨幸」  

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU181.mp3 

主なる神自ら二人の天使をともない、アブラハムのテントに姿をお示しになっ

た。３人とも天使と書いてあるが、しかし不思議なことだがアブラハムとの応

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU171.mp3
https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU172.mp3
https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU181.mp3
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対を見れば、一人は真の神ご自身の臨在としか思えない。アブラハムはそれを

知らずして、いつものように謙遜、真実、丁寧に「旅人をもてなした」のだ。

主はこれを受け入れ、妻サラを通して、来年は必ず約束の子を与えると、重ね

てお約束を与えた。これを疑って笑ったサラの不謹慎も、神は深く咎めず、た

だ反省をうながし、やがてお約束通りに子供が産まれたのである。しかしこの

言わば神様自身の巡回は、もう一つの目的があった。それは罪悪と醜聞が天ま

で届いている、ソドム、ゴモラの裁きと滅亡の前に、その実状を確かめるため

だった。今も常に、神は全地を見そなわしたもう。ある人には祝福のため、ま

たある者には裁きのために。  

 

２月２０日  今日の通読箇所 創世記１８：２２～３３ 

「執り成し」  

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU182.mp3 

主が先に、ソドムの罪と裁きをアブラハムにお告げになったので、アブラハム

はソドムのために執り成しの祈りをする機会を得た。ここの「裁き」「滅亡」は、

永遠の裁きではなく、地上、現世で行われる裁きである。神様は、キリストに

よる救いを備え、忍耐と寛容をもって、悔い改めて信ずるものを常に待ってお

られる。それゆえ原則的に、人間の罪を地上で即座に裁く事はしない。しかし

ある時ある地域で、罪を強制し信仰を迫害する強い力が、人の救いを妨害すれ

ば、例外的にその力を、裁き除き亡ぼされる。それゆえその地域に、伝道する、

救われた信者がいるかいないかが、判定の分かれ目になる。ソドムにはその証

の役目をになう信者がいなかった。それゆえ地域の裁きと滅亡が定められたの

だ。  

 

２月２１日  今日の通読箇所 創世記１９：１～１４ 

「ソドムのロト」  

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU191.mp3 

ソドムにはロトがいた。彼はいまや町の有力者であるらしく、町の門、すなわ

ち市議会や裁判が開かれ、同時に広場でもあり市場でもある門に、座していた。

そして天使たちを（それとは知らずに）歓迎しもてなした。アブラハムと同じ

態度だ。だから彼も信者であることは間違いない。しかし、天使からソドム滅

亡のことを聞いて、あわてて家族や隣人にそのことを伝え、ともに脱出するよ

うに勧めると、人々はそれを冗談だと思ったという。いかに彼がふだんの証を

怠っていたかが察せられる。アブラハムの執り成しもあり、神様の憐れみもあ

って、彼と家族はかろうじて、ソドムと一緒に亡ぼされるのをまぬかれた。し

かし彼は証と伝道を怠り、地域を滅亡から救うことができなかった。やっと自

分だけ救われるとは、なんと情けない最低の信者だろうか。  

 

２月２２日  今日の通読箇所 創世記１９：１５～２８ 

「みれん」  

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU192.mp3 

われわれはここに３人の人物を比較して考えないわけにはいかない。アブラハ

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU182.mp3
https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU191.mp3
https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU192.mp3
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ムは模範的な人物だ。彼はソドムのような罪の街から超然として、神と共に暮

らした。信仰の孤高」という言葉がよく当てはまる。ロトは信者には違いない

が、滅亡と救いの境目で躊躇していた。天使はむりやりに彼を救い出したのだ。

彼はひとり焼け出されのように救われた。ロトの妻はソドムから救い出されな

がら、滅び行く世の魅力に未練があった。そしてうしろを振り返ったため、ソ

ドムを亡ぼした噴出物に自分も覆われて「塩の柱」になったのだ。われわれは

この３人のうち誰に当たるだろうか。考えなければならない、厳粛な教訓だ。  

 

２月２３日  今日の通読箇所 創世記２０：１～７ 

「いつわり」  

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU201.mp3 

遊牧民には、放浪の民特有の立場の弱さがある。それゆえ一般に、狡猾、虚偽、

復讐などが、生き残るための戦術だった。もちろんアブラハムは神に従い神に

守られたから、いつも正しい生活を為し得た。しかしいま、ここに、好色の酋

長がいて、美しい女に目をつけると、夫を殺して奪うのが常習という評判だっ

た。さすがのアブラハムもここで、妻のサラを妹と偽った。系図上は妹だから

半分の嘘だ。彼は、よし妻を取られても、アブラハムの命だけは安全なように

考えたのだ。これは二人を失って種族が滅亡するより、せめて一人は生き残る

という、彼らの必至のサバイバルなのだ。その事情も理解できる。最後に神様

が彼らを守って下さったのは、本当に幸いだった。  

 

２月２４日  今日の通読箇所 創世記２０：８～１８ 

「妻と妹」  

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU202.mp3 

聖書の中に「妻を妹と偽った話」が、3 回出てくる。12 章、20 章はアブラハム

の経験で、26 章はイサクの経験だ。どれも似た話だが、出来事の起こった地域

や相手の名前は違う。単調な当時の生活では、似たような事件が何回か起きる

のも不思議ではない。現にアブラハムとサラは「行く先々で、サラを妹と偽る

ことに決めていた」と言っている。われわれは同一の話が３種類の伝承を生ん

だ、という考えを受け入れることはできない。しかし、やむを得ない事情でも、

半分の嘘でも、嘘は嘘だ。嘘は決して神の御心ではない。アブラハムも次第に

この事を学んだろう。さいわいこの酋長、ゲラルの王アビメレクは（好色の一

事を除いては）物分かりのいい男だったのと、神様の保護で、無事に済んだの

は感謝だった。  

 

２月２５日  今日の通読箇所 創世記２１：１～１４ 

「イサク誕生」 

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU211.mp3 

約束の子イサクが、ようやく誕生した。待望の子、老年の子、正妻の子、それ

にもまして神の約束の子だった。サラはもとより、一家に笑いが満ちたのもう

なづける。しかしこの時、ハガルの子イシマエルはすでに 12 才になっていた。

彼にとってイサクはライバルだった。嫉妬と憎悪の対象だった。二人が遊んで

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU201.mp3
https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU202.mp3
https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU211.mp3
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いる様子を見ると、イシマエルがイサクを馬鹿にし、悪意的にからかうので、

サラはこのままではいけないと思った。アブラハムも賛成したので（充分な生

活費を与えて）母子を離縁した。やむをえないことだったが、母子には深い怨

恨が残ることになる。何回も言うが、これがいまのアラブ、イスラエルの確執

の源泉だ。  

 

２月２６日  今日の通読箇所 創世記２１：１５～２４ 

「イシマエルの成長」  

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU212.mp3 

 離縁され追放されたハガルとイシマエルは、砂漠を放浪する間に水が尽き、

井戸は見当たらず、人間の死に方で最も苦しいと言われる「渇き死に」に直面

した。砂漠は注意深く進まないと、どんな王侯でも軍隊でも隊商でも、渇き死

にの危険があるのだ。彼らは落胆、混乱のあまり、その注意も行きとどかなか

ったのか。しかし神は彼らを見捨てず、井戸を示して救いたもうた。イシマエ

ルはやがて成長し、復讐心に燃えた精悍な野人となった。イシマエルを助けた

神は、今のイスラエル、アラブの対立について、長く深い理由があるとしても

なお、闘争でなく平和共存を望んでいたもう。この章にもそれははっきり示さ

れている。  

 

２月２７日  今日の通読箇所 創世記２１：２２～３４ 

「契約の井戸」  

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU213.mp3 

 ベエルシバは、イスラエルの南方、砂漠地帯に接した町で、遊牧民と、農民

や、技術者などとの交易市場があり、大事な町だった。いま地域の酋長が自ら

提案して、アブラハムと対等の不戦条約、不可侵条約を結んだ。彼らもアブラ

ハムの生涯を見れば、神がともにいたもう事実は明らかだから、おのずから畏

敬の念を抱き、さればこそ対等の契約を結んだのだ。さらに契約の方式は、聖

書方式、アブラハム方式で行われたようだから、対等以上だった。酋長が、契

約の方式の意味について質問したのも面白いし、また、アブラハムが井戸を取

られた被害を訴えても、向こうがとぼけているのも面白い。とにかくこの契約

は成立した。この井戸は今もベエルシバに残っている。  

 

２月２８日  今日の通読箇所 創世記２２：１～１９ 

「アドナイ・エレ」   

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU221.mp3 

 イサクが与えられた後の、アブラハム一家の幸福は想像に難くない。アブラ

ハムは成功し、ハガル事件は終結し、家庭に問題はない。いよいよ神様の祝福

の時が来た。しかし、いつのまにか、イサクに対するアブラハムの愛が、神様

に優先してきたのに気がつかなかった。「イサクを燔祭に捧げなさい」という神

様のご命令は、残酷で不合理だ。アブラハムは祈った。そしておそらく、最近

の自分の信仰の推移に気がついたのだ。そして翌朝早く出発した。しかし結果

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU212.mp3
https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU213.mp3
https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU221.mp3
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的には、神様はアブラハムの信仰の服従を認め、アブラハムを許し、イサクの

命を助けて下さったのだ。時に愛する者を奪われて、神への愛のテストを受け

るのは、時にわれわれの信仰生活にもあることだ。  

 

２月２９日  今日の通読箇所 創世記２３：１～２０ 

「サラの死」 

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU231.mp3 

 糟糠（そうこう）の妻［苦労を共にしてきた妻］サラも、神の時が来て天に

召された。アブラハムの悲しみも思いやられる。あるとき某姉の証を聞いた。

彼女は母に勧められて、こどもの時からよく本を読んだ。伝記が多かった。そ

して、どんなすばらしい人の伝記でも、最後にはその死で終わるのを淋しく思

った。ある日書棚を見ながら「キリスト伝」だけは、死によって終わっていな

いのに気がついた。その時この本は、書棚の中で輝いて見えたと言う。やがて

彼女は信仰に導かれ、今は宣教師だ。聖書の人物も最後はその死で終わる。「山々

のふもとに村あり、村々の奥に墓あり」。これは結局この世の姿だ。しかしキリ

ストは我々を永遠の天国に導いて下さるのだ。  

https://tatebayashi-kk.org/devotion/tsudoku/01SOU231.mp3

